
会長　梅村　良輔さん
昨日から本日、本格的冬将軍

の来襲で雪が降り続いており、
又、インフルエンザも流行って
おります。会員の皆様方には、
くれぐれもご自愛ください。

本日、理事会が開催されましたので、ご報
告申しあげます。
①第3000回記念例会決算について
承認致しました
②忘年家族会決算について
承認いたしました
③創立記念日例会について
平成24年2月22日貉
④RI第3470地区 地区大会（平成24年3月3日）
の件について

本日は、第2740地区ガバナー・ノミニー塩澤
恒雄さん、次々年度地区幹事 竹田健介さん、
今年度平戸RC会長 川上岩三さん、会員の
中野 浩さん、墨谷 泉さんと平戸RCより
5名のご参加をいただいております。塩澤
ガバナー・ノミニーには後程、ご挨拶をいた
だきたいと存じます。

○ロータリーソング「奉仕の理想」
○ビジター
平戸RC ガバナー・ノミニー 塩澤　恒雄さん

次々年度地区幹事 竹田　健介さん
会長　川上　岩三さん
会員　中野　　浩さん

墨谷　　泉さん

ガバナー・ノミニー　塩澤　恒雄さん
約20年前、私が佐世保ロータ

リークラブにメークアップに来
たとき、丁度、梅村会長が新会
員として紹介される日でした。
今回、ガバナー・ノミニーとして
訪問した日に、その梅村良輔さんが会長を務
めておられることにご縁を感じます。
この度、ガバナーを平戸ロータリークラブ

より出すということになり、その役を安部直
樹パストガバナー、武井洋一パストガバナー
の強力なお世話により、幸か不幸か私がガバ
ナーの大役を務めることになりました。
平戸ロータリークラブは現在36名の会員数

ということもあり、親クラブでもある佐世保
ロータリークラブさんのご協力を期待してお
ります。
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ご あ い さ つ

2011～2012年度 テーマ Reach Within to Embrace Humanity 
　　　　　　　　　　　　　　　　― こころの中を見つめよう　博愛を広げるために ― 
2011～2012年度 R.I.会長 カルヤン・バネルジー（インド・バピRC） 

会　長蘆梅村　良輔　　　幹　事蘆田中丸善弥 
事務所蘆佐世保市島瀬町10-12  親和銀行本店内 TEL 0956-22-7720　FAX 0956-25-6323 
例会場蘆佐世保玉屋8階（毎週水曜日） TEL 0956-23-8181 
http://www.sasebo-rc.jp/ 　　　E-mail:src@circus.ocn.ne.jp

R.I.  D.2740  JAPAN 
佐世保ロータリークラブ 



委 員 会 報 告

幹事　田中丸善弥さん

１．国際ロータリー日本事務局経理室
2012年2月のロータリーレート
1ドル＝78円（現行78円）です。

２．台南ロータリークラブ
年賀状が届きました。

３．第2740地区ガバナー 岩永　信昭さん
地区米山記念奨学委員会

委員長　曽我　文雄さん
世話クラブ・カウンセラー依頼状

奨学生15名 希望クラブは2月10日までに
お申し出ください。

４．第2740地区ガバナー事務所
地区ホームページ更新のお知らせ

1月17日、19日、20日、23日です。

５．ガバナー・エレクト 福元　裕二さん
1月16日よりアメリカサンディエゴにて

国際協議会に出席され、テーマ発表報告

①2012-2013年度テーマ
「Peace through Service

―奉仕を通じて平和を― 」

②次年度地区ロータリー財団関連委員会委員
公募のお願いについて

６．大村ロータリークラブ
週報No.19-22 が届きました。

７．陸上自衛隊第三教育団兼相浦駐屯地広報室
機関紙「つくも」が届きました。

親睦活動委員会
クラブ奉仕委員長　平尾　幸一さん

来週2月1日は、長寿祈願祭並
びに祝賀会を行います。
祈願祭は11:00より亀山八幡宮

にて、祝賀会は18:30より玉屋7

階で行います。祈願祭には49名、9名の保寿
者を含めて祝賀会には62名の方が参加予定
です。

親睦活動委員会　納所　佳民さん
○結婚記念月のお祝い

松本　由昭・洋子　様ご夫妻（1月11日）
東　陽三郎・妙子　様ご夫妻（1月15日）
闍瀬　宏滋・まり子様ご夫妻（1月18日）
田中丸善保・栄子　様ご夫妻（1月19日）
米倉洋一郎・幸子　様ご夫妻（1月31日）

親睦活動委員会　久富　洋一さん

平戸ロータリークラブ
塩澤　恒雄さん、 竹田　健介さん
川上　岩三さん、 中野　　浩さん
墨谷　　泉さん
お世話になります。よろしくお願いします。

梅村　良輔会長、田中丸善弥幹事
森　　信正さん、山縣　義道さん
福田　金治さん、川冨　正弘さん
安部　直樹さん
塩澤恒雄ガバナー・ノミニーのご来訪を歓

迎します。

梅村　良輔会長、坂本　　敏さん
土
、
井　弘志さん、高橋　理一さん

浦里　和弘さん、大久保利博さん
見藤　史朗さん、米倉洋一郎さん
福田　金治さん、飯田　満治さん
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才木　邦夫さん、鬼木　和夫さん
中川　知之さん、安部　直樹さん
森さんの卓話に期待し、ニコニコします。

松本　由昭さん、田中丸善保さん
米倉洋一郎さん
結婚記念日のお祝いありがとうございます。

見藤　史朗さん
誕生日のお祝いありがとうございます。

『伝統と変革　造船で生きる』

会員　森　　俊秀さん

〔佐世保重工業㈱の歴史〕

・1889年（明治22年）
佐世保海軍鎮守府開庁
造船部と兵器部を置く

・1895年（明治28年）
1号船渠（現No.5ドック）竣工

・1897年（明治30年）
造船部を海軍造船廠と名を変える

・1898年（明治31年）
最初の建造船「第五震天丸」竣工

・1903年（明治36年）
佐世保海軍工廠開庁

・1905年（明治38年）
立神係船地築造開始

・1907年（明治40年）
初建造艦2等巡洋艦「利根」進水

・1913年（大正2年）
250トンクレーン竣工　　　　
第4・5・6船渠（現3・2・1ドック）竣工

・1935年（昭和10年）
第7船渠（現4ドック）起工

・1941年（昭和16年）
第7船渠（現4ドック）竣工
戦艦「武蔵」第7船渠入渠

・1944年（昭和20年）
佐世保海軍工廠従業員退去命令
佐世保海軍工廠閉庁
労働組合「労愛会」結成

・1945年（昭和21年）
佐世保船舶工業㈱設立発起/設立総会

・1953年（昭和28年）
新造船第1船「永邦丸」進水

・1957年（昭和31年）
S115番船｢地洋丸」進水
9,252DWT 建造船の大型化開始

・1961年（昭和36年）
佐世保重工業㈱へ社名変更

・1962年（昭和37年）
S140番船｢日章丸」進水/竣工
当時世界最大タンカー　132,334DWT

・1969年（昭和44年）
S184番船VLCC「ARABIYAH」

・1973年（昭和48年）
崎辺地区返還市民大会
松浦鉄構工場建設決定

・1974年（昭和49年）
崎辺漁業補償妥結
つくもゴルフ場完成、崎辺返還調印

・1975年（昭和50年）
松浦、崎辺工場延期

・1976年（昭和51年）
VLCCの建造契約キャンセル続発

・1978年（昭和53年）
希望退職募集以降混迷による政治救済、
坪内社長就任

・1980年（昭和55年）
労働争議終結

・1981年（昭和56年）
S291番船LEG船竣工

・1984年（昭和59年）
崎辺、東西2分割使用決定

ニコニコボックス 本日合計 30,000円

累　　計 521,000円

◇

卓　　話
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（今週の担当：有薗　良太）
（カメラ担当：中村　徳裕）

クラブ会報委員会 委 員 長 中村　徳裕　　委　員 松本　由昭・大野　高広
副委員長 有薗　良太　　 久富　洋一・佐藤　丈治

＊次回例会予告＊

卓話予定者
会員　土

、
井　弘志さん

「テレビ営業の基礎」

・1988年（昭和63年）
長谷川社長就任

・1990年（平成2年）
来島グループ離脱

・1995年（平成7年）
最後のVLCC「KATORI」
324×56×29.4m 250,000DWT竣工

・1998年（平成10年）
姫野社長就任

・2002年（平成14年）
岡田社長就任
PCB除去工事着工
4MW自家用発電設備完成

・2004年（平成16年）
3施設返還合意（赤崎貯油所一部、
立神岸壁一部、ジョスコー線一部）

・2005年（平成17年）
森島社長就任

・2006年（平成18年）
4ドック300トンクレーン導入
設備更新加速

・2011年（平成23年）湯下社長就任

〔今後の展望〕

藺中国経済の動向注視
藺それに続く、ブラジル、ロシア、インド
の成長
藺資源の占有化
藺円高、国内造船所の苦戦続く
藺海外への移転/依存が進む
藺資源価格

〔佐世保重工業㈱の課題〕

1．コストダウン
藺設備投資⇒生産性向上、安全化
藺資器材⇒新規メーカーの開拓・海外調達
藺工費⇒人件費、技能伝承

2．品質管理の徹底
藺艦艇船の顧客満足度の100％達成
藺仕損事故　ゼロ

3．修繕船業務の拡大
藺Ballast water treatment system
藺海外ヤードとの協業

4．次世代船の開発
藺省エネ船営業開始
藺LPG船の建造
藺得意船型に特化

5．新規事業
藺野菜工場
藺オゾン発生装置
藺浮体風力発電


